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 要  旨 
 仕事，私用にかかわらず顔見知りでない相手との契約を行う場合における互
いの本人確認は重要であるため，個人認識(個人認証)は以前から利用されてい
る．一般的によく利用されているのは本人を証明する物を用いた保険証や免許
証による認識や，本人のみが有する知識を用いた暗証番号やパスワードによる
認識などである．ところが，近年の技術の発達によって認識する側と対象者と
が対面することなく個人認識が行われる機会が多くなっている．また，認識す
る側がコンピュータのみという場合もある．このような場合は保険証や免許証
などの相手に提示して認識する方法が利用できないため，暗証番号やパスワー
ドによる個人認識が主流になる．しかし，暗証番号やパスワードによる認識方
法は漏洩などによる不正な成りすましや，忘失が起こりやすいという欠点を持
っている． 
このような暗証番号やパスワードによる認識方法の持つ問題を解消できる
新たな個人認識技術として，生体認識(バイオメトリクス)と呼ばれるものが注
目されている．生体認識とは，指紋や音声，顔などの人間個体同士で異なる身
体の一部や行動の特徴を利用して本人の認識を行うもので，認識対象を失う可
能性が低く不正な成りすましも困難であると言われている．生体認識では認識
対象となるものが体の一部であるため，認識対象を常に携帯できる上に紛失の
恐れもない．また，暗証番号やパスワードのように認識対象を記憶する必要も
ないため忘失の恐れもない．さらに，生体認識の認識対象は暗証番号やパスワ
ードのように数字や文字の組み合わせではないため認識対象を複製すること
は困難であり，不正な成りすましを防ぐことができる．生体認識技術も以前か
ら存在していたが，認識に必要な機材が高価であったりしたために一部の重要
な施設への入出管理や，犯罪捜査などでの利用にとどまっていた．しかし，技
術の発達によって比較的安価に導入できるようになったり，ネットワークの普
及に伴って需要も増えてきたために一般にも知られるようになってきている．
本研究では生体認識の認識対象として，他では用いられていない脈波(指尖
容積脈波)を扱う．脈波とは血液量の変化を捉えたものであるため複製が不可
能である．また，脈波は個人差があり，個人認識に向いていると推測される．
そこで，脈波測定において発生する個人差が個人認識に適しているかを検証す
るために波形解析の観点からパターンを作成する手法を提案する．  
 
